
 

 
 

公安委員会定例会議(第14回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和６年６月５日(水) 

午後２時07分 ～ 午後３時35分 

 

第２ 出席者 五葉委員長、佐伯委員、小野委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官、生活安全部長 

刑事部長、交通部長、警備部長、警察学校長、情報通信部長 

総務課長 

 

第３ 議事の概要  

 １ 小野委員説示 

   本日は、中小企業を巡る賃上げの現状についてお話ししたいと思います。 

本年の春闘では、大企業が賃上げ率 5.6％と 33 年ぶりの高水準となり、

日本中が沸きました。一方、全従業者数の約 70％を占める中小企業の春闘

結果も、賃上げ率 4.7％と高水準でしたが、これは労働組織加盟企業の数

字です。これに加盟していない零細企業の 47％が「賃上げ予定なし」と回

答しており、まだまだ厳しいのが現実です。 

   中小企業は、日本経済の基盤を支える存在ですが、賃上げを達成するに

は多くの困難が伴います。まず、資本力が限られているため、賃上げのた

めの財源確保が難しく、多くの中小企業は、日々の運転資金や設備投資、

借入金の返済で手一杯である上、最近の円安による資源や物価の高騰も相

まって、さらに厳しい状況に置かれています。加えて、最低賃金の引き上

げや労働基準法の遵守に関する規制強化は、企業が追加して費用を負担す

ることになり、零細企業にとっては非常に深刻な問題です。 

しかし、低賃金は優秀な人材確保や定着を難しくし、人材流出を招く危

険性があります。賃上げによる人件費の増加は、企業の収益を圧迫し、価

格競争を低下させ、それにより顧客を失う可能性が高まるおそれがある一

方で、従業員のモチベーションが向上し、仕事への意欲や満足度も高まり、

生産性を向上させる効果があります。 

また、高い賃金は、優秀な人材確保と定着につながり、企業の競争力を

強化するほか、賃上げにより、企業の社会的評価が向上し、顧客や取引先

からの信頼も高まります。さらに、従業員の消費意欲が高まることで、地

域経済の活性化にも寄与します。地域社会においても、中小企業の賃上げ

が実現しないと労働者の生活水準が向上せず、地域全体の経済活力の低下

を招く可能性があり、格差が助長され、社会の安定性にも悪影響を及ぼし

かねません。 

   中小企業の賃上げには多くの課題が伴いますが、課題を克服するために

は、企業内部の努力はもとより、政府や自治体の支援、業界全体の協力が

必要です。警察職員の皆さんには、このような社会の実態についても知っ

ておいていただきたいと思います。 

 

２ 決裁事項 



 

 
 

 ⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

総務室から、令和６年第13回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 公安委員会宛て苦情申出書に対する回答 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出書に対する回答について伺いが

あり了承した。 

  ⑶ 警察記念日表彰における公安委員会表彰者決定に係る裁決 

    警務部から、警察記念日表彰における公安委員会表彰者決定に係る裁

決について伺いがあり了承した。                                                    

  ⑷ 愛媛県公安委員会審査請求手続規則の改正 

    警務部から、愛媛県公安委員会審査請求手続規則の改正について伺い

があり了承した。 

  ⑸ 禁止命令等実施報告 

    生活安全部から、禁止命令等実施報告について伺いがあり了承した。 

   

 ３ 報告事項 

⑴ 令和６年度愛媛県警察事務職員（上級）等採用試験の申込状況 

警務部長から、令和６年度愛媛県警察事務職員（上級）等採用試験の

申込状況について報告があった。 

委員から、「多くの業種において採用情勢は厳しいのが現実である。

優秀な職員を採用できるように警察ならではの魅力を積極的に発信する

など、活発な採用活動を展開していただきたい」との発言があった。 

委員から、「採用情勢は厳しいが、多くの若者が利用するＳＮＳを活

用して採用を呼び掛けるなど、優秀な人材確保に努めていただきたい」

との発言があった。 

委員から、「採用情勢が厳しい背景には、民間企業による初任給増額

等の影響もあると思うが、警察事務の魅力や重要性を発信して志望者の

増加に取り組んでいただきたい」との発言があった。 

⑵ 第74回全国植樹祭（岡山県）視察結果 

  警備部長から、第74回全国植樹祭視察結果について報告があった。 

委員から、「あらゆる事態を想定した警備が必要であり、本番当日に

向けて長期間大変だと思うが、しっかりと取り組んでいただきたい」と

の発言があった。 

委員から、「警備情勢の変化に伴い、より厳重な警備が必要であるこ

とがよく分かった。安全な環境下で植樹祭が行われるように頑張ってい

ただきたい」との発言があった。 

委員から、「今後、各種作業が本格化すると思うが、適宜関心を持っ

て県警察の取組状況を確認してまいりたい」との発言があった。 

  ⑶ 監察案件に関する報告 

    警務部から、監察案件に関する報告があった。 

           
 ４ その他 

   なし 

以 上 


